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と主張する。したがって、結果述語が閉じたスケール構造をもつ場合にのみ BECOME の遷移の区間が単調性を示す
ので、結果構文にはこの種の述語が生じることになる。第５章は結語である。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、非限界事象が限界事象に変わるアスペクト合成現象について議論している。この現象を引き起こす言語
表現は、前置詞句、後置詞句、数量表現、結果構文における結果述語など多岐に渡る。本論文の基本的なアイデアは、
He walked. He hammered the metal.などの非限界事象が He walked to the station. He hammered the metal flat.
のように to the station, flat が付加されると限界事象に変わるのは、water, paper などの不可算名詞が two glasses of 
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